
おおくす 

 

  尾張旭市立渋川小学校  ６月号                           令和４年６月２３日 

 

 

 

 

 

渋川っ子にはたくさんの応援団がいます 
校長 野田 恵美 

今年度は、感染対策を講じた上で、様々な場で地域の行事が再開されています。夏から秋にかけて

も内容を工夫して実施予定だと聞いています。自分自身、地域の方々と直接会ってお話しをする機会

が増え、嬉しく思っています。互いに顔を合わせて挨拶をしたり言葉を交わしたりするのは、やはりよい

ものです。  

渋川小学校後援会総会、校区社会福祉推進協議会、青少年健全育成推進会議など、各会に参加

して共通で感じることは「子供たちには応援団がたくさんいる」ということです。 

後援会の皆さんは、まさに「後ろからそっと子供たちを応援する会」として 

毎年、教育活動に必要なものを考え、多くの面で支えてくださっています。昨 

年は、サッカーゴールを寄贈していただきました。熱中症対策の物品購入や 

金管バンド部の楽譜購入、楽器の修理費用もサポートしてもらっています。 

スクールガードさんをはじめ、７３名の方が「かけこみ１１０番」に登録して、子供たちの登下校の安

全に力を貸してくださっています。みらい子育てネットの皆さんには、１年生用 

に交通安全マスコットを、シニアクラブの皆さんからは手縫いの雑巾をいただいています。シニアクラ

ブの皆さんには、７月７日に校内の除草作業も行っていただく予定です。 

教育活動では、地域の先生として、三味線クラブの講師を引き受けてくださったり、「チョウの先生」

として、３年生に幼虫の育て方のコツを教えにきてくださったりしている方もいます。また、地域の伝統

芸能の継承として、打はやしの講師として、庄中地区保存会の方には毎年練習会を開いてもらってい

ます。 

子供たちには、見えないところで数多くの応援団に支えてもらっていることを知り、次に「自分が地

域のためにできることは何か」を考えられる子になってほしいです。先日のゴミゼロ運動でも多くの子

供たちが参加していました。「昼の放送を聞いてやってみようと思ったんだよ」という１年生もいました。

また、「家の人の分までやろうと思って」と、一人で参加している６年生もいました。一生懸命に公園や

側溝のゴミを拾う渋川っ子の姿を見て、大人も負けていられないぞ、という気持ちになります。 

行事に参加したからよい、しなかったら悪いということではありません。私たち教職員も含め、渋川

校区で活動する一員として、大人も子供も、できるときに、できることを１つずつ重ねていくとよいので

はないでしょうか。 

より一層、地域をパワーアップさせるために、誰にでもすぐにできることがあります。それは、「明るい

挨拶の声と笑顔をさらに増やすこと」です。ご家庭でも何ができるかな、と話題にしてみてはいかがで

しょう。 

 

 

 

渋川小学校のＨＰをご存じですか？ 

学校の様子やＰＴＡ活動の様子が掲載されています。 

学校だより「おおくす」のバックナンバーもあります。 

ぜひご覧ください。 

ＵＲＬ  https://www.owariasahi.ed.jp/sibukawa-e         

＊QRコードからもアクセスできます。 



 

【 伝統文化にふれる  ～庄中地区打はやし講習会～ 】 

６月１４日と１５日の２日間、庄中地区打はやし保存会の方に来ていただき、渋川小学校伝統の

打はやし講習会を行いました。昨年度に引き続き、１クラスごとに行いました。人数が少ないので、

隣同士の距離をとることができました。それ以上によかったことは、人数が少ないので１人１人の様

子をきちんと見ていただくことができ、保存会の方と渋川っ子の「心の距離」が近くなったことです。 

太鼓も笛も響く音を出すこつだけでなく、練習の大切さについてなども教えていただきました。は

じめてバチをもつ１年生も一生懸命によい姿勢で桶の中心を叩いていました。皆さんの頑張る姿

を見て、保存会の方もとても喜んでいらっしゃいました。 

 地域の伝統を受け継ぐこと、地域の方々と触れ合うことをこれからも大切にしていきたいですね。 

【 １年生 食育の授業 ・ ２年生 ふれあい給食 】 

６月８日と１０日の２日間、栄養教諭の曽根先生による食育の 

授業がありました。 

赤＝体をつくるもの、緑＝体の調子を整えるもの、黄＝体を動か 

すエネルギーとなるもの、の３つの仲間分け（３つの食品群）につ 

いて１年生が教えてもらいました。 

３つのものを少しずつ順番に食べると、「よくかむのでからだに 

によい」「栄養のバランスがよい」ということがわかりました。早速 

給食の時間に学んだことを生かして、順番に食べている子もいま 

した。栄養のことを知ると、苦手なものにも挑戦してみようかな、と 

ちょっとだけ勇気がわいてきます。 

６月２０日には２年生で「ふれあい給食」が行われました。給食センターで働く方がみんなの給

食の様子を参観したり、尾張旭の野菜や給食に関する話をしてくださったりしました。最後には、給

食やセンターに関わる質問コーナーなど、楽しい時間を過ごすことができました。様々な方との出

会いが渋川の子供たちの成長につながっています。 

げんき    モリモリ！ 

毎日
まいにち

、蒸し暑く
 む    あつ

なってきました。熱中症
ねっちゅうしょう

に負けない
ま

体
からだ

をつくりましょう！ 

合い言葉
あ       ことば

は  「しっかり水分
すいぶん

、たっぷり栄養
えいよう

、ぐっすり睡眠
すいみん

」ですよ。 


